
  

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SocioFuture株式会社

(単位:千円)

金   額 金   額

資      産      の      部 負      債      の      部

【 】 【 10,421,342 】 【 】 【 7,880,119 】

3,547,454 4,158,443

2,383,082 40,000

158,491 530,000

1,728,698 1,857,421

234,448 5,951

5,929 328,528

618,157 173,840

715,654 120,312

856,872 117,575

197,558 444,668

△ 25,005 103,376

【 】 【 10,705,784 】 【 】 【 4,133,337 】

（ ） （ 2,917,709 ） 100,000

816,590 3,020,000

921,842 102,745

883,354 657,091

295,922 253,500

（ ） （ 3,532,351 ） 12,013,456

2,206,549 純    資    産    の    部

1,325,801 【 】 【 9,068,691 】

（ ） （ 4,255,723 ） 480,000

875,519 8,588,691

1,267,611 87,900

476,594 8,500,791

240,000 繰 越 利 益 剰 余 金 8,500,791

271,806 （ う ち 当 期 純 利 益 ） （ 753,043 ）

1,097,301 【 】 【 44,978 】

26,890 44,978

9,113,669

21,127,126 21,127,126

記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

そ の 他 そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金

純 資 産 合 計

資 産 合 計 負 債 ・ 純 資 産 合 計

関 係 会 社 株 式 利 益 準 備 金

出 資 金 そ の 他 利 益 剰 余 金

関 係 会 社 ⾧ 期 貸 付 金

敷 金 ・ 保 証 金 評 価 ・ 換 算 差 額 等

繰 延 税 金 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

そ の 他 株 主 資 本

投 資 そ の 他 の 資 産 資 本 金

投 資 有 価 証 券 利 益 剰 余 金

リ ー ス 資 産 リ ー ス 債 務

建 設 仮 勘 定 そ の 他

無 形 固 定 資 産 負 債 合 計

有 形 固 定 資 産 社 債

建 物 及 び 附 属 設 備 ⾧ 期 借 入 金

工 具 器 具 備 品 退 職 給 付 引 当 金

そ の 他 未 払 費 用

貸 倒 引 当 金 そ の 他

固 定 資 産 固 定 負 債

貯 蔵 品 未 払 金

未 収 入 金 未 払 法 人 税 等

前 払 費 用 預 り 金

商 品 契 約 負 債

部 品 無 償 補 修 費 引 当 金

仕 掛 品 リ ー ス 債 務

現 金 及 び 預 金 買 掛 金

売 掛 金 一 年 以 内 償 還 社 債

契 約 資 産 一 年 以 内 返 済 ⾧ 期 借 入 金

貸   借   対   照   表
（2025年12月31日現在）

科   目 科   目

流 動 資 産 流 動 負 債



 

個別注記表 

 

重要な会計方針 

１．有価証券の評価基準及び評価方法 

子 会 社 株 式…………移動平均法による原価法 

その他有価証券 

 市場価格のあるもの………決算日の市場価格に基づく時価法 

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は 

移動平均法により算定しております。） 

 市場価格のない株式等………移動平均法による原価法 

２．棚卸資産の評価基準及び評価方法 

(1) 商 品 

個別法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により

算定)によっております。 

(2) 部 品 

総平均法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法によ

り算定)によっております。 

(3) 仕掛品 

個別法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により

算定)によっております。 

(4) 貯蔵品 

個別法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により

算定)によっております。 

 

３．固定資産の減価償却方法 

(1) 有形固定資産(リース資産を除く) 

定額法によっております。 

(2) 無形固定資産(リース資産を除く) 

定額法によっております。なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における

利用可能期間に基づいております。 

(3) リース資産 

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、自己所有の固定

資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を

耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。 

４．引当金の計上基準 

(1) 無償補修費引当金 

機械販売及び受託プログラムの販売後の無償保証期間の補修支出に備えるため、過去

の実績を基礎として補修費用見込額を計上しております。 

(2) 退職給付引当金 



 

従業員に対する退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金

資産の見込額に基づき、当事業年度末に発生していると認められる額を計上しておりま

す。 

過去勤務費用については、発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(10

年)で、発生時の事業年度から定額法により償却を行っております。 

数理計算上の差異については、発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数

(10年)で、発生時の翌事業年度から定額法により償却を行っております。 

(3) 貸倒引当金 

売上債権、貸付金等の債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸

倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回

収不能見込額を計上しております。 

５．収益及び費用の計上基準  

ATM 本体、周辺機器やデジタルサイネージの販売に係る収益は、顧客との販売契約に基

づいて商品又は製品を引き渡す履行義務を負っております。当該履行義務は、商品又は

製品を引き渡す一時点において、顧客が当該商品又は製品に対する支配を獲得して充足

されると判断し、引渡時点で収益を認識しております。 

ATM 保守、監視業務、夜間喪失受付業務などの保守サービスに係る収益は、顧客との保

守契約に基づいて保守サービスを提供する履行義務を負っております。当該保守契約

は、期間の経過とともに履行義務が充足されると判断できるため、契約期間に応じて収

益を認識しております。 

請負契約など成果物の引き渡し義務を伴うシステム開発受託にかかる収益は、作業の

進捗に伴って、顧客が利用可能な状態に近づき、履行義務が充足されると判断できるた

め、当該進捗度に基づき収益を認識しております。 

６．重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準 

外貨建金銭債権債務は、当事業年度末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額

は損益として処理しております。 

 

 

貸借対照表に関する注記 

１．有形固定資産の減価償却累計額         7,530,340 千円 

２．関係会社に対する金銭債権・債務（区分表示したものを除く） 

金銭債権                    1,195,722 千円 

金銭債務                     430,462 千円 

 

 

損益計算書に関する注記 

関係会社との取引 

営業取引による取引高             5,810,454 千円 

営業取引以外の取引高              226,404 千円 

 

 



 

株主資本等変動計算書に関する注記 

１．当事業年度末日における発行済株式の種類及び総数 

普通株式 9,600 株 

２．剰余金の配当に関する事項 

(1) 2025 年３月 26日の株主総会において、次のとおり決議しております。 

普通株式の配当に関する事項 

 配当の総額        48,000 千円 

 １株当たりの金額       5,000 円 

 基準日          2024 年 12月 31日 

 効力発生日        2025 年３月 27日 

 

(2) 2026 年３月 26日の株主総会において、次のとおり決議を予定しております。 

普通株式の配当に関する事項 

 配当の総額         96,000 千円 

 １株当たりの金額       10,000 円 

 基準日          2025 年 12月 31日 

 効力発生日        2026 年３月 27日 

 

 

税効果会計に関する注記 

繰延税金資産の発生の主な原因は、減価償却限度額超過や退職給付引当金、未払賞与の

否認等であります。 

 

 

リースにより使用する固定資産に関する注記 

リース資産の主な内容は、アウトソース業務に係る工具器具備品であります。 

 

 

１株当たり情報に関する注記  

１株当たり純資産額               949,340 円 59銭 

１株当たり当期純利益               78,441 円 98銭 

 

 


